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「学び」を止めない！
久留米市子ども会連合会　会長　大久保 康博　

　単位子ども会ならびに校区子ども会連合会の保護者・指導者・育成者の皆さまには、

日頃より久留米市子ども会連合会の事業に対しご支援・ご協力をいただき感謝申し

上げます。

　さて、昨年度は行事やイベントが復活し始めました。　姉妹都市である福島県郡

山市との「青少年親善交流事業」も２泊３日で訪問することが出来ました（今年度は

郡山市からの訪問団を受け入れます）。

　連合会では、感染症対策にはより一層の注意を払いながら、“子どもも大人も安心

して楽しめる場づくり”を目指して参ります。　子ども達の豊かな感性を生かし、自

主性を育む事業に柔軟に対応していきます。

皆さまとアイデアを出し合い、子ども達の育ちを支え、学びを止めず、エネルギー

の好循環を創っていきましょう。

　どうぞ、活動へのご理解とご協力をお願い致します。

　
久留米市子ども会連合会　副会長　宮﨑　良介　

　「シン」と冷たい空気が久留米と違うなぁと肌で感じられる長野県長野市にて、令和４年10月29日～31日に

第55回全国子ども会育成中央会議・研究大会が開催されました。久子連からは２名出席し、多くの公共交通機

関を利用して片道約６時間かけ２日間のみ学習して参りました。

　初日の記念講演にて、元長野県副知事である中島真理氏より「SDGsと子どもたちの未来」について貴重な

講話を頂きました。２日目は大会参加者が多いため、８ヶ所の広い会場に分かれ、さらに少人数の班に細分化

し、各テーマに基づきこれまでに無いほど熱心に討議しました。大変、身になる議題にて、その時々の時代に

合わせた参加者の本音トークにより、本気度がよーく伝わる有意義な時間を過ごせました。

　最後に、早くからの会場準備や当日の運営等々大変お疲れ様でございました。首から下げる名札に描かれた

地図やスケジュール表がとても工夫されており、素敵なアイデアにつき今後の大会にて採用される事を切に強

く望みます。

　会場での討議テーマは以下の通りとなります。

① デジタル化された子ども達の遊び方の変化と対応。

② 地域から見た子ども会活動のあり方と会員増加への方策。

③ 子ども会の育成者、リーダーを育てるために。

④ コロナ禍での子ども会活動を考える。

体験学習会１ 体験学習会２ ジュニア校区支援

総　　会 郡山青少年親善交流事業 福岡県子どものつどい

マナビィランド ノーポイ運動 出 前 講 座

令和５年度 事業スケジュール（予定）

 4 / 23 （日）    令和５年度久留米市子ども会連合会総会 久留米市子ども会連合会主催

 6 月      子ども会育成者（保護者）研修 久留米市子ども会連合会主催

 8 / 4 （金）    水の祭典くるめ祭り「パワーストリート子どもみこし」 校区子ども会参加

 8 / 4 （金） ～ 6 （日） ジュニアリーダー研修会（上級・夏季） 福岡県子ども会育成連合会主催

 8 / 4 （金） ～ 6 （日） 郡山市・久留米市青少年親善交流事業 久留米市子ども会連合会・郡山市子ども会育成連絡協議会主催

 8 / 10 （木） ～ 12 （土） 九州地区子ども会ジュニアリーダー大会（鹿児島大会） 九州地区子ども会育成連絡協議会

 9 / 2 （土） ～ 3 （日） 宿泊体験学習会in海の中道 久留米市子ども会連合会主催

 9 月      チビッコ天国（ジュニアリーダー研修） 久留米みどりの市民会議主催

 10 / 17 （日）    久留米オリンピック 校区子ども会参加

 10 / 22 （日）    ボランティア活動「ノーポイ運動」（ジュニアリーダー研修） 久留米市主催

 10 / 27 （金） ～ 29 （日） 全国子ども会育成中央会議・研究大会（北海道大会） 全国子ども会連合会主催

 11 / 11 （土） ～ 12 （日） 九州地区子ども会育成連絡協議会（熊本大会） 九州地区子ども会育成連絡協議会

 11 / 12 （日）    マナビィランド（ジュニアリーダー研修） 久留米市子ども会連合会・久留米生涯学習推進市民協会主催

 12 / 17 （日）    福岡県子どもの集い 福岡県子ども会育成連合会主催

 2 / 18 （日）    久留米市青少年健全育成駅伝大会 校区子ども会参加

 3 / 15 （金）    令和6年度全国子ども会安全共済会説明会 久留米市子ども会連合会主催

 3 / 23 （土） ～ 24 （日） 宿泊体験学習会in佐世保「青少年の天地」 久留米市子ども会連合会主催

 3 / 25 （月） ～ 27 （水） ジュニアリーダー研修会（上級・春季） 福岡県子ども会育成連合会主催
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第55回全国子ども会育成中央会議（長野県大会）に参加して第55回全国子ども会育成中央会議（長野県大会）に参加して第55回全国子ども会育成中央会議（長野県大会）に参加して第55回全国子ども会育成中央会議（長野県大会）に参加して



姉妹都市郡山市との交流　再開！！

　明治初期に久留米藩士が郡山の地に入植し、安積開拓に尽力したという歴史的背景により、1975年、久

留米市と郡山市は姉妹都市となりました。このことをきっかけに、1981年から姉妹都市交互訪問は毎年続

いてきましたが、コロナ感染症の影響により２年間の中断を余儀なくされました。今年は、３年ぶりの交流

事業再開となり、４年ぶりに久留米市が郡山市を訪問し、交流事業の重みを一層感じた事業となりました。

　2022年8月6日(土)から３日間、姉妹都市交流使節団として、小学生11名、中学生1名、ジュニアリーダー3

名、指導者5名の総勢20名が郡山市を訪問し、仙台空港、アクアマリン福島、ハワイアンズなどの被災地や、

郡山水天宮、開墾資料館などの施設を見学しました。また、郡山市長の表敬訪問や郡山の子ども達との交流

を深めて参りましたので、参加した使節団の感想を一部ご紹介致します。

　郡山研修を通して
久留米市ジュニア・リーダー　薄　孝太　

　　

　今回郡山という場所に初めて足を踏み入れました。地元九州とは全く違う気候、風土、文化を持った郡山

市でたったの三日間ではありましたが、研修を行い様々な発見や驚きと出会うことが出来ました。そんな新

しいこと尽くしの研修の感想をつづりたいと思います。

　まず初めに驚いたのは、郡山のジュニア・リーダーのみんなのレクリエーションの上手さです。レクリ

エーションのレパートリーが多くて、初めて聞くレクリエーションも多かったです。特に食事前の「いただ

きます」のレクリエーションは毎回違うものが出てきて驚きました。

　また、今回新しく知ったのは郡山市と久留米市の交流の歴史です。久留米藩の人々が郡山市の安積に入植

し、安積開拓というものが行われたということを、今回の研修で初めて知ることが出来ました。遠く離れた

九州の久留米市と東北の郡山市が古くから交流を持っていて、その交流の輪が今でも広がり続けているとい

うことに驚きました。

　今回郡山市での研修で体験したことや、郡山のジュニア・リーダーのみんなと交流した経験は、これから

のジュニア・リーダーとしての活動に必ず生きてくると思うので、今回経験したことや、感じたことを忘れ

ないように、これからも久留米のジュニア・リーダーとして活動を頑張っていきたいと思います。
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体験学習会『玄海の家』
常任委員　豊福　政守　

令和４年９月10～11日にて玄海の家に行ってきました。

宿泊を伴う体験学習会は令和元年以来と久し振りの行事であることから、感染対策を基に入念な準備を行ってまい

りました。

当日は、玄海の家に到着後、先ずは仲間作り。ジュニア・リーダーのお姉さん達によるレクリエーションであっと

いう間に子ども達も打ち解け、沢山の笑顔が溢れました。その後の野外炊飯では３班に分かれてカレーを作りまし

た。

2022年は9月10日が「中秋の名月」の日で、夕食後は施設側の砂浜を中秋の名月を見ながらの散策。夜の砂浜に波

の音、普段経験することのない環境にお月さまを忘れてみんなとっても大興奮！

翌日は神湊港より大島に向けてフェリーで出発。大島ではジュニア・リーダーが企画したフォトラリーを行いまし

た。マップと写真を見ながら皆で話し合い３箇所の目的地を目指します。

途中、昼食を食べ、皆帰りのフェリーの時間までに目的地を達成できました。綺麗な海に囲まれた自然豊かな大島

は、また行ってみたいと思いました。

今回は、参加人数は12名、ジュニア・リーダー３名、指導者５名と最小遂行人数での実施となり多少の不安もあ

りましたが、団長をはじめ指導者やジュニア・リーダーのお姉さん達のきめ細かなサポートにより、様々な体験を

行うことができ、楽しくいきいきと活動している子ども達の姿を見ることが出来ました。

ジュニア・リーダーの活動に参加して
久留米市ジュニア・リーダー　髙木　麻耶　

　私は、中学１年から高校３年の６年間、ジュニア・リーダーとして参加させて頂きました。

　ジュニア・リーダーズクラブに入ったきっかけは、小学６年の時に参加した宿泊研修で一緒に活動したジュニ

ア・リーダーに憧れを抱いたからです。“自分もやってみたいな”と思っていたところに、ジュニア・リーダーへ

のお誘いがありました。実際に活動していく中で、他の地域のジュニア・リーダーと交流が出来たり、地域のイベ

ントのお手伝いに参加することが出来ました。また、子ども達を楽しませるレクリエーションを教えてもらい、宿

泊研修の時には、以前は参加者として楽しんでいたのが、今度は、“子どもが楽しむ為にはどのレクリエーション

をするのが良いか”をジュニア・リーダー同士で話し合って、企画する立場になってきました。

　４月には高校を卒業し、ジュニア・リーダーからシニア・リーダーとして活動します。まだまだ未熟ですが、

ジュニア・リーダーの良き先輩として今まで経験してきた事を活かしつつ、一緒に成長して行きたいと思います。

　体験学習会が年２回行われています。少しでも興味を持った中高生の皆さん！私たちと一緒に非日常的な体験を

してみませんか？
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